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第２次幸手市都市計画マスタープラン策定基本方針 

１ 計画策定の趣旨 

  市では、平成１３年３月に、「幸手市都市計画マスタープラン」（計画期間：平成１３年

度～平成３２年度）を策定し、平成２３年３月には、幸手市総合振興計画及び関連計画と

の整合性や社会情勢の変化等を踏まえ、見直しを実施した。 

この間、「市民と進める計画的なまちづくり」、「住みやすく安心できるまちづくり」及

び「人と自然にやさしい豊かなまちづくり」を理念とし、都市づくりを推進してきた。 

今日、人口の急激な減少や高齢化を背景として、高齢者や子育て世代等が安心して暮ら

せるよう、医療、福祉、商業などの生活機能を確保したコンパクトなまちづくりなど、求

められる課題も大きく変化している。 

  現行の「幸手市都市計画マスタープラン」は、令和２年度をもって終了するが、計画の

期間を１年延長し、令和４年度以降の新たな市の都市計画に関する基本的な方針を定める

ため、「第２次幸手市都市計画マスタープラン」を策定するものである。 

２ 計画策定の指針 

 (1)  市民との協働により、まちづくりの具体性のある将来ビジョンを確立し、地区別の

あるべき市街地像を示し、地区別の整備課題に応じた計画とする。 

 (2)  市の最上位計画である「第６次幸手市総合振興計画」のほか、国・県等関連計画と

整合性のある計画とする。 

(3)  現行の「幸手市都市計画マスタープラン」の成果を十分に踏まえた計画とする。 

３ 計画策定の期間  令和２年１月から令和４年３月までの２年３か月とする。 

４ 計画の期間  令和４年度から令和２３年度までの２０年とする。 

５ 計画策定体制 

 (1) 市民参加による市民検討会議 

(2) 職員による策定委員会及び職員検討委員会 

(3) 附属機関（都市計画審議会） 

(4) その他 

  ア 地区別説明会  イ 関係各課ヒアリング  ウ 素案の公表による提案・意見募集 

  ※ その他市民参画の手法を検討 

６ 事務局  建設経済部都市計画課 

 

 

 

令和元年１１月 １日 

令和２年 ８月 ４日改正 

庁議 

資料１ 策定方針 
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市 長 都市計画審議会 

庁 議 

 

 

 

 

 

  

提案 議決 

答申

諮問 

〇職員検討委員会（全 7 回） 

委員長：都市計画課長 

委 員：主査級以上の 

    職員 

事務局：都市計画課 

〇策定委員会（全 7 回） 

委員長：副市長 

委 員：部長級 

事務局：都市計画課 

議員全員 

協 議 会 

＜庁内＞ 

意見公募 

（パブリックコメント）

付議 

＜市民＞ 

〇市民検討会議（全 5 回） 

委員長：委員の互選 

委 員：関係団体の推薦者 

地区の代表者 

公募

知識経験者 

事務局：都市計画課 

決定 

地区別説明会（全 3 回） 

幸手市役所・西公民館 

ウェルス幸手 

市民意識調査 

（18 歳以上 2,000 人対象） 

地区別説明会動画配信

議 会 

意見 説明 

事務局（都市計画課）

資料２ 策定体制 
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〇 市民検討会議委員 

委 員 長 佐々木   誠 （日本工業大学教授） 

副委員長 久保田   修 （さって市民環境ネット） 

委    員 武  井   正 （幸手地方交通安全協会） 

及  川 健 三 （幸手市身体障害者福祉会） 

遠 藤    年 （幸手市老人クラブ連合会） 

山 本 晶 子 （幸手子育て支援ねっとわーく）  

茂 田 勝 美 （埼玉みずほ農業協同組合） 

川 井 淑 行 （幸手市商業協同組合） 

中 村 耕 造 （幸手市体育協会） 

中 村 孝 子 （幸手市文化団体連合会） 

岸 本 規 生 （地区代表＜中地区、東地区＞） 

藤 田 公 雄 （地区代表＜北地区、権現堂川地区＞） 

手 島 幸 成 （地区代表＜上高野地区、栄地区＞） 

齋 藤 好 弘 （地区代表＜長倉地区、行幸地区、香日向地区＞） 

鈴 木 九美男 （地区代表＜吉田地区、八代地区＞） 

大 竹 臣 哉 （公募） 

小 泉 圭 司 （公募） 

田 中 吉 雄 （公募） 

安 田 健 一 （公募） 
 

〇 策定委員会委員 

委 員 長 副  市  長 

副委員長 建設経済部長 

委    員 総合政策部長  総 務 部 長  市民生活部長  健康福祉部長 

水 道 部 長  議会事務局長  教 育 部 長 
 

〇 職員検討委員会委員 

委 員 長 都市計画課長 

副委員長 道路河川課長 

委  員 

主席主幹 

主  幹 

主  査 

政 策 課  財 政 課  施設整備課  契約管財課  市民協働課

危機管理防災課   環 境 課  社会福祉課  介護福祉課  こども支援課

健康増進課    建築指導課  農業振興課  商工観光課  まちづくり事業課

水道管理課  下 水 道 課  総 務 課  社会教育課 
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年 月 日 内   容 

令
和
元
年
度 

令和元（２０１９）年 
１１月 １日 

庁議 
◆第２次幸手市都市計画マスター

プラン策定基本方針の決定 

令
和
２
年
度 

令和２（２０２０）年 
     ４月 １日 

～ ４月２４日 
市民意識調査 

◆無作為に抽出した１８歳以上の 
幸手市民２，０００人を対象 

 ５月２５日 
第１回職員検討委員会 
（書面開催） 

◆第２次幸手市都市計画マスター
プランの策定について 

◆施策評価シート及び新規施策シ
ートについて 

６月２５日 第１回策定委員会 
◆第２次幸手市都市計画マスター

プランの策定について 
◆市民意識調査結果について 

７月 ８日 第２回策定委員会 
◆第２次幸手市都市計画マスター

プラン策定基本方針の改正につ
いて 

８月 ４日 庁議 
◆第２次幸手市都市計画マスター

プラン策定基本方針の改正の決
定 

８月 ７日 第１回市民検討会議 
◆第２次幸手市都市計画マスター

プランの概要について 
◆市民検討会議の役割について 

８月２５日 議員全員協議会 

◆幸手市都市計画マスタープラン
の目標年次延長及び第２次幸手
市都市計画マスタープランの策
定期間延長の報告 

９月 ７日 第２回職員検討委員会 
◆市民意識調査結果、施策評価シー

ト集計結果、現況整理について 

９月２８日 
令和２年第３回市議会 
定例会 

◆議案第６１号「幸手市都市計画マ
スタープランの一部改定につい
て」議決 

１１月１８日 第３回職員検討委員会 
◆地区区分の設定、課題の整理、 

まちづくりの目標について 

１２月 ４日 第３回策定委員会 ◆課題の整理、まちづくりの目標に
ついて 

◆地区別構想における地区区分に 
ついて １２月２１日 第２回市民検討会議 

令和３（２０２１）年 
     ２月２６日 

第４回職員検討委員会 
（書面開催） 

◆記載内容の再編について 
◆全体構想（案）について 

３月１７日 第４回策定委員会 

３月２９日 第３回市民検討会議 

 

 

 

資料３ 策定経緯 
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年 月 日 内   容 

令
和
３
年
度 

令和３（２０２１）年 
４月１３日 

第５回職員検討委員会 
◆全体構想（案）について 
◆地区別構想（案）について 

４月２６日 第５回策定委員会 

◆第２次幸手市都市計画マスター 
プラン（中間案）について 

５月１３日 第４回市民検討会議 

６月１３日 
地区別説明会（中央地区）
（幸手市役所） 

６月２０日 

地区別説明会（西地区）
（西公民館） 

地区別説明会（東地区）
（ウェルス幸手） 

６月２９日 
～ ７月２７日 

地区別説明会動画配信 

６月３０日 
第６回職員検討委員会 
（書面開催） 

◆第２次幸手市都市計画マスター 
プラン（素案）について 

７月１６日 第６回策定委員会 

７月２７日 第５回市民検討会議 

８月 ２日 庁議 
◆第２次幸手市都市計画マスター 

プラン（素案）の決定 

８月 ５日 第２０回都市計画審議会
◆第２次幸手市都市計画マスター 

プラン（素案）の報告 
８月２５日 議員全員協議会 

８月２６日 
～ ９月２５日 

意見公募 
（パブリックコメント）

◆第２次幸手市都市計画マスター 
プラン（素案）について 

９月３０日 
第７回職員検討委員会 
（書面開催） ◆第２次幸手市都市計画マスター 

プラン（案）について 
１０月１８日 第７回策定委員会 

１０月２６日 第２１回都市計画審議会
◆第２次幸手市都市計画マスター 

プラン（案）の諮問 

１０月２７日 都市計画審議会 
◆第２次幸手市都市計画マスター 

プラン（案）の答申 

１１月 １日 庁議 
◆第２次幸手市都市計画マスター 

プラン（案）の決定 

１２月２１日 
令和３年第４回市議会 
定例会 

◆議案第８３号「第２次幸手市都市
計画マスタープランについて」 
議決 

令和４（２０２２）年 
３月 

◆第２次幸手市都市計画マスタープランの策定・公表 
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【ア行】  

一級河川 河川法第４条第１項の規定により、国土保全上又は国民経済上特に重

要な水系であり、政令で指定したものに係る河川で国土交通大臣が指

定した河川のことです。 
 

液状化 ゆるく堆積した砂の地盤に強い地震動が加わり、地層自体が液体状に

なる現象のことです。 
 

ＳＮＳ 

（エス・エヌ・エ

ス） 

「Social Networking Service」の略称で、インターネットを介して社会

的なつながりを構築できるWebサービスの総称のことです。 

 

ＮＰＯ 

（エヌ・ピー・オ

ー） 

 
「Non-Profit Organization」又は「Not-for-Profit Organization」の略称
で、様々な社会貢献活動を行い、団体の構成員に対し、収益を分配す
ることを目的としない団体の総称です。したがって、収益を目的とす
る事業を行うこと自体は認められますが、事業で得た収益は、様々な
社会貢献活動に充てることになります。 
 

沿道サービス機能 道路の円滑な交通を確保するために適切な位置に設けられる道路管理

施設、休憩所又は給油所等の施設のことです。 
 

【カ行】  

街区・近隣公園 街区公園はもっぱら街区に居住する者の利用に供することを目的とす

る公園のことであり、近隣公園は主として近隣に居住する者の利用に

供することを目的とする公園のことです。 
 

開発許可制度 都市計画で定められるいわゆる線引き制度の実効を確保するととも

に、一定の土地の造成に対するチェックを行うことにより、新たに開発

される市街地の環境の保全、災害の防止、利便の増進を図るために設け

られた都市計画法上の制度のことです。 
 

核家族 夫婦のみの家族か、親と子どもの家族のことです。 
 

合併処理浄化槽 トイレの汚水だけでなく、台所、お風呂等の生活雑排水も一緒に処理

し、微生物などの力で、一定水準まで水質を向上させる浄化槽のことで

す。 
 

狭あい道路 幅員４．０ｍ未満１．８ｍ以上の建築基準法第４２条第２項道路のこと

です。 
 

建築協定 建築基準法で定められた基準に上乗せする形で、地域の特性等に基づ

く一定の制限を地域住民などが合意に基づき、自ら設けることのでき

る制度のことです。 

 

公共交通空白地域 鉄道駅やバス停が一定の距離の範囲内にない地域のことです。 
 
 
 

資料４ 用語の解説 
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【サ行】  

埼玉県福祉のまちづ

くり条例 

高齢者、障がい者等が円滑に利用できる生活関連施設の整備の促進、そ

の他の福祉のまちづくりに関する施策を推進することにより、すべて

の県民が安心して生活し、かつ、等しく社会参加することができる豊か

で住みよい地域社会の実現に寄与することを目的に制定された条例の

ことです。 
 

幸手ＩＣ 首都圏中央連絡自動車道（圏央道）幸手インターチェンジの略称です。
 

幸手市開発行為等指

導要綱 

無秩序な開発行為等を防止し、良好な市街地の形成と調和のとれた土

地利用を図るため、開発行為等を行う事業者に対して一定の基準に従

い公共施設及び公益施設の整備等に関する協力を要請することによ

り、より豊かで快適な個性のある地域社会と環境を創造することを目

的とする要綱です。 
 

幸手市公園施設長寿

命化計画 

公園の施設や遊具を安全かつ長期的に利用できるように、計画的な維

持管理の方針を定めたものであり、施設や遊具の入替えの予定時期や

延命対策を、平成２７年度から１０年間、最も安価なコストで実施でき

るよう立案した計画のことです。 
 

幸手市公共施設等総

合管理計画 

縦割りにより各部署で管理していた公共施設を一元的に把握して将来

の費用負担を推計し、その上で、老朽化した施設の統廃合や余剰施設の

複合的な活用などを行い、一定の行政サービスを維持しつつ、長期的な

財政支出の削減を図る計画のことです。 
 

幸手市総合振興計画 幸手市の最上位計画であり、市の特性や課題、社会情勢などを見極めな

がら戦略的な市政運営を行うためのまちづくりの基本指針です。 
 

幸手市地域防災計画 幸手市の地域に係わる災害に関し、本市及び防災関係機関がその全機
能を有効に発揮し、市民等の協力の基に、災害予防、災害応急対策及び
災害復旧等の災害対策を実施することにより、市民の生命、身体及び財
産を災害から保護することを目的とした計画のことです。 
 

幸手都市計画 

都市計画区域の整

備、開発及び保全の

方針 

 

都市計画法第６条の２に基づき、都市計画の適切な運用を図るため、総

合計画に即して広域的、根幹的な視点から今後の都市や市街地像を展

望し、県が定める幸手都市計画区域（幸手市、杉戸町、宮代町）の都市

計画の方針です。 

市街化区域 都市計画法に基づく都市計画区域のうち、市街地として積極的に開発・

整備する区域のことです。具体的には、既に市街地を形成している区

域、及びおおむね１０年以内に優先的かつ計画的に市街化を図るべき

区域をいいます。 

 

市街化調整区域 都市計画法に基づく都市計画区域のうち、市街化を抑制すべき区域の

ことです。 
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指定水路 市内の水路のうち、道路等予定地として、水路の中心線から３ｍの位置

まで用地を後退し、遊歩道を整備する水路のことです。 
 

準用河川 一級河川や都道府県知事が指定する二級河川以外の河川の中から、市

町村長が管理する河川のことです。河川法の二級河川に関する一定の

規定が準用されます。 
 

親水公園 河川、用水路等の水辺に親しむために設置された公園のことです。 
 

生産緑地制度 市街化区域内にある農地等について、その農業生産活動に裏付けられ

た緑地機能に着目し、公害や災害の防止、都市環境の保全等に役立つ農

地等を計画的に保全し、農林漁業と調和のとれたうるおいのある都市

環境の形成を図るために創出された制度のことです。 
 

【タ行】  

地域包括支援センタ

ー 

高齢者をはじめとする地域住民の心身の健康の維持、生活の安定、保

健・福祉・医療の向上と増進のため、必要な支援を包括的に担う地域の

中核機関のことです。 
 

地区計画 都市計画法に基づくもので、住民の合意に基づいてそれぞれの地区の

特性にふさわしいまちづくりを誘導する計画のことです。 

 

低床バス 高齢者や身体障がい者等が乗りやすく、床の高さを低くしたバスのこ

とです。 
 

都市基盤 道路・公園・下水道・上水道・ガス施設等、都市における住民生活の基

盤となる施設のことです。 
 

都市計画運用指針 今後、都市政策を進めていくうえで都市計画制度をどのように運用し

ていくことが望ましいか等についての原則的な考え方を示した、国土

交通省が定める指針のことです。 

 

都市計画区域 都市計画を策定する場であり、都市の実態や将来の計画を勘案して、一

体の都市地域となるべき区域を県が指定するものです。 
 

都市計画道路 都市にとって重要な路線で、都市計画法に基づき位置づけられ、計画
的に整備を図る道路のことです 
 

都市計画法 都市を単位とした都市計画の内容、手続、効果等を規定したもので

す。 
 

都市公園 都市住民のレクリエーションの空間となるほか、良好な都市景観の形

成、都市環境の改善、都市の防災性の向上、生物多様性の確保、豊か

な地域づくりに資する交流空間等多様な機能を有する都市の根幹的な

施設です。 
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土地区画整理事業 都市計画区域内の市街地を面的に整備する代表的な市街地開発事業を

いいます。土地所有者等から土地の一部を提供してもらい、それを道

路、公園等の新たな公共用地として活用し、整然とした市街地を整備

することによって、居住環境を向上させるとともに、宅地を整形化し

て利用増進させます。 
 

【ナ行】  

内水対策 河川の水位の上昇や流域内の多量の降雨等により、河川外における住

宅地等の排水が困難となり生じる浸水（内水氾濫）に対する対策のこ

とです。 
 

農業集落排水 農業振興地域における農業用排水の水質保全、機能維持を図ることを

目的として、同地域内の集落について実施する汚水処理事業をいいま

す。 
 

農業集落排水施設 農業集落におけるし尿、生活雑排水などの汚水等を処理する施設のこ

とです。 
 

農業振興地域 農業振興地域の整備に関する法律（農振法）に基づき、農業地域の保

全、形成や農業振興施策の計画的な推進を図るため、都道府県知事が

指定する区域をいいます。農業振興地域は市街化区域には指定できま

せん。 
 

農振農用地 農業振興地域の整備に関する法律（農振法）に基づく、農業の振興を

図るため優良農地として守る必要のある農地のことで、農業振興地域

内において農用地として指定された農地のことです。 
 

【ハ行】  

バリアフリー 高齢者や障がい者等が日常生活を送る上でバリア（障壁）となっている
ものを取り除くことで、生活しやすい社会をつくるという考え方です。
 

ファミリー・サポー

ト・センター 

「子育ての手助けを受けたい人」と「子育ての手助けができる人」が会
員となり、子育てを地域で支え合う会員組織のことです。 
 

福祉避難所 高齢者や障がい者等、一般の避難所での生活に支障をきたす人（避難所

生活において特別な配慮が必要な人）が利用するための避難所のこと

です。 

 

普通河川 一級河川、二級河川、準用河川以外の河川法に基づく指定を受けない小

河川のことです。 
 

ポテンシャル 可能性、潜在性、潜在能力の意味です。 

 

【マ行】  

面的整備 道路の整備を表す線的整備に対する言葉で、一定面積の土地を土地区

画整理事業や民間開発等により道路・公園・宅地を一体的に整備するこ

とです。 
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【ヤ行】  

用途地域 都市において、住居、商業、工業等種類の異なる土地利用が混在する

と、お互いに生活環境や業務の利便に支障を来たします。そこで、そ

れぞれの土地利用に合った環境を保ち、効率的な活動を行うことがで

きるよう、都市を１３種類に区分し、それぞれの地域にふさわしい建

物の用途や形態（容積率、建ぺい率等）を定めるものです。 
 

【ラ行】  

緑化協定 緑豊かな潤いのある居住環境の形成のために、住民が一定のルールを

定めて緑化を進めていくために結ぶ協定のことです。 
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